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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
の
文
書
管
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書

会
計
検
査
院
に
よ
る
と
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
ま

で
の
五
年
間
に
、
国
が
支
出
し
た
関
連
経
費
が
約
八
〇
一
一
億
円
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成

三
十
年
度
以
降
も
、
国
、
東
京
都
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
（
以
下
、
「
大
会
組
織

委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
支
出
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
、
東
京
都
、
大
会
組
織
委
員
会
に
お
い
て
は
、

国
民
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
に
も
、
関
連
す
る
文
書
は
、
全
て
保
存
さ
れ
、
管
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
会
組
織
委
員
会
に
関
連
す
る
文
書
は
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六

十
六
号
）
に
規
定
さ
れ
る
公
文
書
の
管
理
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
会
組
織
委
員
会
は
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
た

め
、
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
に
規
定
さ
れ
る
情
報
公

開
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
な
い
。

大
会
組
織
委
員
会
に
関
連
す
る
文
書
は
保
存
も
さ
れ
ず
、
管
理
も
さ
れ
ず
、
情
報
公
開
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
な
い
状
態
で

あ
る
。

一



現
時
点
に
お
い
て
、
大
会
組
織
委
員
会
に
関
連
す
る
文
書
の
う
ち
、
法
律
に
基
づ
き
公
文
書
と
し
て
管
理
さ
れ
る
も
の
は
、

①
「
国
や
東
京
都
な
ど
の
行
政
機
関
が
大
会
組
織
委
員
会
か
ら
取
得
し
た
文
書
」
、
②
「
国
や
東
京
都
な
ど
の
行
政
機
関
が
大

会
組
織
委
員
会
と
の
業
務
に
関
連
し
て
作
成
し
た
文
書
」
の
み
で
あ
る
。

①
「
国
や
東
京
都
な
ど
の
行
政
機
関
が
大
会
組
織
委
員
会
か
ら
取
得
し
た
文
書
」
に
該
当
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
三

十
年
十
一
月
十
五
日
に
公
表
さ
れ
た
東
京
都
情
報
公
開
審
査
会
答
申
第
八
四
一
号
（
都
と
国
と
組
織
委
員
会
の
役
割
分
担
に
関

す
る
文
書
す
べ
て
）
に
よ
れ
ば
、
「
組
織
委
員
会
が
作
成
し
、
説
明
に
使
用
し
た
資
料
は
、
組
織
委
員
会
の
事
務
方
が
事
務
的

に
検
討
し
て
い
る
段
階
の
組
織
委
員
会
に
お
い
て
も
未
成
熟
な
情
報
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
机
上
配
布
と
し
て
打
合
せ
後
に
回
収

さ
れ
た
」
と
さ
れ
て
お
り
、
東
京
都
は
、
大
会
組
織
委
員
会
か
ら
の
文
書
を
、
公
文
書
と
し
て
取
得
し
管
理
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

②
「
国
や
東
京
都
な
ど
の
行
政
機
関
が
大
会
組
織
員
会
と
の
業
務
に
関
連
し
て
作
成
し
た
文
書
」
に
該
当
す
る
文
書
に
つ
い

て
は
、
平
成
三
十
年
十
一
月
十
五
日
に
公
表
さ
れ
た
東
京
都
情
報
公
開
審
査
会
答
申
第
八
四
一
号
（
都
と
国
と
組
織
委
員
会
の

役
割
分
担
に
関
す
る
文
書
す
べ
て
）
に
よ
れ
ば
、
「
ま
た
、
都
は
同
様
の
理
由
に
よ
り
議
事
録
、
議
事
要
旨
等
の
資
料
は
作
成

し
な
い
こ
と
と
し
た
」
と
さ
れ
て
お
り
、
東
京
都
は
、
大
会
組
織
委
員
会
か
ら
の
文
書
を
、
公
文
書
と
し
て
取
得
し
管
理
で
き

二



て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
大
会
組
織
委
員
会
の
文
書
管
理
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

大
会
組
織
委
員
会
の
諸
活
動
や
歴
史
的
事
実
の
記
録
は
、
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
国
民
共
有
の
知
的
資
源
と

し
て
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
主
体
的
に
利
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
説
明
す

る
責
務
が
全
う
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
書
は
全
て
保
存
し
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十

六
号
）
に
よ
っ
て
、
公
文
書
と
し
て
管
理
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

大
会
組
織
委
員
会
に
関
連
す
る
文
書
に
つ
い
て
、
保
存
場
所
が
確
保
で
き
な
い
場
合
に
は
国
立
公
文
書
館
を
中
間
書
庫
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
や
、
大
会
組
織
委
員
会
が
解
散
さ
れ
た
後
は
文
書
を
選
別
の
上
で
保
存
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
立

法
措
置
も
視
野
に
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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